
前文

全体

・誰がターゲットなのかわかりづらい。
・区民に共感、協力を得られるものでないと意味がない。もっと今の新宿の課題をあからさまに出し
たほうが、区民の協力や支援を得られると思う。
・区が何か新たしいことを取り組む際に、この条例を根拠に取り組めるような形にしたい。
・事業者にはただ守られるだけではなく、責務を果たさなくてはいけないということを理解してもら
う。責務を果たそうと努力している事業者には支援するとはっきりうたう。
・条文を読んで「新宿区は自分たちを応援してくれている」というイメージできるものがよい。

・「新宿の産業」には、商店街と地場産業だけではなく、他の産業についても書く必要があると思う。

○提言の構成について

○条例素案の構成について

中小企業者

・事業所のほとんどが中小企業なので、産業振興イコール中小企業振興といっていいと思う。
・少し意識的に「中小零細」を見据えた条例のほうが、つくった効果があると思う。
・中小企業だけに焦点を当てる必要はないが、避けるものでもない。
・中小企業にもう少し寄ったものでもいいと思う。
・中小企業を応援していることが出ればよい。

内容

・なぜ産業振興が必要なのか、条例制定の必要性を書く部分である。
・経済効果、社会効果を入れると、福祉や教育などの分野に対して納得させることができ効果的
である。
・いろいろな人にいい顔をしている印象がある。
・「現在の新宿から未来への可能性を形にする条例」ということをシンプルに書いたほうがよい。
・「新宿」という地域性と「今制定する」という時代性を反映したものにする。
・条例が今後の行動のきっかけになるような内容にする。
・一般の人(区民)に産業の大切さや、産業が自分たちの生活にどのような影響を及ぼすのか、
わかってもらえるものにする。

書き方

・読む人を食いつかせる、引き込む書き方が必要である
・読ませるテクニックを駆使する。
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主体

・主体の整理が必要である。
・どう行動すればいいかわかるものにしないといけない。具体的な記述があったほうがいい。

キーワード

・創造性－過去を断ち切り未来へ向かうということを表現したい
・「新宿力」－新宿らしさを出すために使ってみてはどうか
・活力、活性化
・将来性、可能性、希望
・パワフルシティ新宿、タフネス産業
・革新、改革
・継続性

定義

・非営利活動団体は、ＮＰＯのほかに町会・自治会を含んだほうがよい。
・区民の定義も必要で、住民のほか、来街者なども入れるかどうか検討したほうがよい。

基本理念

・「社会貢献している、価値のある産業または企業を区は応援する、そういう企業になって欲し
い。」と書くとよいと思う。

施策

・「販売、マーケティング」「経営者の育成」の視点を追加してはどうか。

区の責務

・やらないことは無いように書かれていて評価できる。
・「都市政策」「国や都に対して行動を起こしていくこと」をプラスしてはどうか。

区民の役割

・この条例の実効性を挙げていくのに重要なのは区民ではないかと思う。
・区民は何をしたらよいかわからない。
・「役割」ではなく、「協力、支援」という意味合いが強いのではないか。
・「健全な消費活動をすること」しか書かれていないので、役割はそれだけではないと思う。


